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演題:
翻訳後修飾ペプチド・タンパク質を介した


植物形態形成の分子機構

　分泌型タンパク質やペプチドは，チロシン残基の硫酸化やヒドロキシプロリン残基のアラビノース糖鎖付加など，特徴的な翻訳後修飾を受けることがある．修飾を行なうには，それぞれATPを消費して生合成される基質や専用の酵素が必要なため，通常のタンパク質合成に比べて，翻訳後修飾ペプチド・タンパク質の生合成には高いエネルギーコストが費やされている．それにも関わらず，多くの翻訳後修飾分子が進化的に保存されてきたのは，コストを上回る生理的機能がそれらに付与されているからであろう．演者は，こうした翻訳後修飾ペプチド・タンパク質に着目した解析から，植物形態形成の分子機構の一端に迫りたいと考えている．本セミナーでは，植物の形態形成における翻訳後修飾ペプチド・タンパク質の役割について，特にアラビノシル化修飾に焦点を当てて，最近の話題を提供する．
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